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開催内容は、当⽇ライブストリーミ
ングしたうえ、下記アドレスから
アーカイブとしてご覧いただけます。

https://www.youtube.com/channel
/UCLxpNaBCZBOt8w7DDF03AgA



北陸SDGｓステークホルダーミーティングは、 ５年間か
けて地域の声を日本の政策に反映することを目指す最初
の第一歩として開催されました。

2019年9⽉6⽇に円卓会議有志が発起⼈となり開催
したステークホルダー会議のような会議により，
広く国⺠の知⾒をＳＤＧｓ⽬標達成へ向けて集め
ることは極めて重要。同様のステークホルダー会
議が東京のみでなく地⽅でも開催され，また多様
な課題に関して実施され，その知⾒が集積するよ
うな⽅策を検討。
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ＳＤＧｓ実施指針改定案（骨子）より抜粋



ミーティングの特徴

①⽇本政府によるSDGs実施指針改定に地域の
声を反映していくための会議

②県・市町村といった⾏政区域を越えて地域単
位で理想の社会像を描くための会議

③来年度以降、⼩中⾼で拡⼤するSDGs教育の
成果披露の場としての会議



若者に自分たちの思いを発してもらうためには、大人た
ちがしっかりと準備をして、彼ら彼女らのサポートをし
ないといけない。
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2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

⼤⼈達から
若者達への
提⾔

若者達から
⼤⼈達への
提⾔

若者と⼤⼈
が同じ⽴場
で理想の未
来について
話し合う

理想の未来
を実現する
ために⾏う
べき取り組
みを各地域
で洗い出す

地⽅の意⾒
を集約し、
全国⺠の意
⾒として⽇
本政府に提
⾔する

• 未来の主役は若者達だが、若者たちは未来の⽇本に期待をしていない。
• 若者達に⾃主的に声をあげてもらうことを待つのではなく、まずは⼤⼈
達から彼らの気持ちを理解できるように歩み寄っていかなければならな
い。



２０２５年はポストSDGｓの本格的議論が始まる年でも
あり、それまでに私たちは自分たちの考えをまとめ、実
践しておかなくてはいけない。
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2010 2015

ポストMDGｓ
の

本格検討開始
SDGｓの合意

１０００万⼈
以上の参加

2025 2030

ポストSDGｓ
の

本格検討開始
ポストSDGｓ
の合意



若者達にとっては、2030年は通過点にしかすぎず、社会に出
る前の準備期間でしか過ぎないため、2045年まで考えた上で
バックキャストで2030年を描くことが望ましい
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2025 20302020
10歳

（小学校４年生）
15歳

（中学校３年生）
20歳

（大学２年生）

2040 20452035
25歳 30歳 35歳

• 実際に、SDGｓ未来都市の浜松市では、若者との対話を重視
した上で2045年のあるべき浜松市の未来像を描き、その後
バックキャストで2030年を描くという⼿法を活⽤している。

2030年は社会に出ていな
いタイミングなので、理想
の未来と⾔われても困る

若者にとって、理想の⽣活
像・家庭像をイメージしや
すい2045年からバック
キャストして、その過程で
ある2030年を描く



若者には大人が考えた若者の理想の人生と、その人生を
迎えるために必要なターニングポイントに関する率直な
感想を聞きます。
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ターニ
ングポ
イント
１

ターニ
ングポ
イント
２

ターニ
ングポ
イント
３ 理想の未来

登場人物
（ペルソナ）

質問１：ペルソナ（登場⼈物）は幸せな⼈⽣を送ったなと思ったか？

質問２：⾃分も同じような⼈⽣を歩んだら幸せになれそうと思ったか？

質問３〜５：ターニングポイント１の機会に無料で参加できるとしたら、どうす
るか？



沖縄でも離島を含めた市町村を跨いた会議、そ
して若者の視点に立って設計した会議を行うこ
とで、地域の声を国際的に発信できる取り組み
としていただければと思います。


